
菅
原
道
真
作
品
研
究―「秋
湖
賦
」
注
釈
―

焼

山

廣

志

菅

原
道

真

の
作

品
群

の
中

で

「
賦

」

と
呼

ば

れ
る
文

体

の
作

品
と

し

て

「
秋

湖
賦

」

「
未

旦
求

衣
賦
」

「
清

風
戒

寒

賦
」

「
九
日
侍

宴
重

陽
細

雨

賦
」

の
四
篇

が

現
存

し

て
い
る
。

先

に
拙
稿

で

「
未

旦
求

衣
賦

」

「
清

風
戒
寒

賦
」

を

取

り
挙

げ
解
釈

を

試

み
た

（
注

一
）

が
、
今

回

は
そ
れ

に
続

い

て

「
秋

湖

賦
」

に
的

を
絞

っ

て
作

品
考
察

を

深

め

て
み
た

い
。

こ
の
作

品
は

『
本

朝
文

粋
』

に
も

収
録

さ

れ

て

い
る
。

注
釈

と
し

て
は

既

に
柿

村
重

松

氏

の

『
本

朝
文

粋
注

釈
』

の
中

で
詳

細

な
出

典
考

察

が
な

さ
れ

て

い
る
し
、

最

近

で
は
金

原

理
教
授

が

「
秋
湖

賦

」

の
韻
律

、
典

拠

の
詳

し

い
、

的
確

な
指
摘

を

な
さ

れ
た
論

文

（
注

二
）
を
公

に
さ
れ

て

い

る
。今

回

の
拙

論

は
先

学
、

と

り
わ

け
前
述

の
柿

村

氏
、

金
原

理
教

授

二
者

の
業
績

の
重
複

の

そ
り

し
を

ま
ぬ

が
れ

な

い
が
、
筆

者

は
現

在
、

道
真

の

賦

に
注
釈

を

ほ
ど

こ
す

一
連

の
作
業

を
進

め

て
い
る
。

そ

の

一
貫

と

し

て

若
干
付
加
す
る
点
も
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
改
め
て
こ
の
作
品

を
取
り
あ
げ
考
察
を
試
み
た
。

「
秋
湖
賦
」
は
題
辞
に

「以
秋
水
無
岸
為
韻
。
二
百
字
以
上
成
篇
」
と

O

●

あ

る
よ

う
に
、

限
韻

の
賦

で
、
指

定

さ
れ

た
押

韻

の
字

は

「
秋

」

「
水
」

 

 

「
無

」

「
岸

」

の
四
文
字

で
四
回

の
換

韻

が
な

さ
れ

て
い
る
。

そ

し

て
押

韻

の
字
を

並

べ
る

と

「
秋
水

岸
無

し
」

の
意

が

そ

こ
に
込

め

ら
れ

て
い
る

こ
と
が
わ

か

る
。

さ

ら

に

「
二
百
字

以
上
」

と

い
う
字
数

制
限

が
付

さ

れ

た
作

品

で
あ

る
。

全

文
を
換

韻
毎

に
段

落
分

け

を
行

い
、

四

段
落

に
分

割

し

て
以
下

、
解

釈
を

試

み
た

い
。

今

回
も
前

稿

と
同

じ

よ
う

に

（
注

一
）

全
文

の
解

釈

に
徹

し
た
作

品
論

を
展
開

し

て

み
る
。

こ
の
賦

は
前
述

し
た

よ
う

に

『
本
朝

文
粋

』

に
も

収
録

さ

れ

て

い
る

作

品

で
あ

る
。

本

文

は
、
新

日
本
古

典
文

学

大
系

本

『
本
朝

文
粋
』

に
従

っ

た
。

訓

み
は
川

口
久

雄
氏
校

注

日
本
古

典

文
学

大
系

本

『
菅
家

文
草

・
菅

家
後
集
』

及

び
静
嘉
堂

文
庫
蔵
近

世
初

写
本

『
本
朝

文
粋
』

を
参
考

に
し
、

私

に
訓

み
を
施

し

た
所
も

あ
る
。

注
釈

は

『
本

朝
文

粋
注

釈
』

で
詳

述

さ

れ

て

い
る
柿

村

重
松

氏

の
注
、

及
び
前

述

の
金

原

理
教
授

の
論

文

の
学

恩
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に
拠

る
事

大

で
あ

る
。

二

O

●

O

●

○秋

湖
賦

以
秋
水
無
岸
為
韻。

二
百
字
以
上
成
篇。

θ

〔
平

水

韻〕

●

●

●

O

◎

有
客
在
湖
頭

i

●

O

O

●

（
嘲講

●

策
同
頽
之
巌
馬

（

箋

驚

客
有
り
て
湖
頭
に
在
り日惟れ西に暮れ年也季秋なり

か
い
た
い

つ
か

むち

う

同
頽
の
巖
れ
た
る
馬
に
策
ちμあざ繋がざる虚舟を啖ける

於
是

（

難鱒

●

○

●

●

○

○

●

O

●

●

掬
波
浪
以
清
心

不
求
斗
薮

（

翻
潔
階

纏鶏

是
に下平声商腿

琶
々
と
し
て

1

十
一

尤
韻

沙
渚

悠
々

た

り

む
す

波
浪
を
掬
び
て
以
て
心
を
清め、斗薮を求めず郵亭を望みて以て宿を問

い
と
ま

ふ
、

何
の

暇
あ

り
て

か

流
れ

O

O

O

●

○

○

●

錐
云
行
路
之
顛
澁

（

○

●

●

●

0

0

◎

誠
是
卒
歳
之
優
遊

に
枕
せ
む行路の銀
澁
と
云
ふ
と
錐
ど

お

も

誠
に

是
れ
、

歳
を

卒
ふ

る

ー

優
遊
な
り

※

「
○
」

は
平
韻

、

「
●

」

は
灰
韻

、

「
◎

」

は
平
声

の
押
韻

、

「
◎

」

は
灰
声

の
押
韻

、

「
△
」

は
題
韻
、

「
（
」

は
対
句

を
示
す
。

以

下
、

同

じ
0

爾
閾
圏

e

客

人

が

一
人

有

り

て
湖

の
辺
り

に
た

た
ず

ん

で
い
る
。

時

は
ま

さ

に
夕

暮

れ
、

日
没

の
頃
。

時
節

は
晩

秋

の
候
。

病

み
疲
れ

た
馬

に
鞭

打

ち

て
旅

路

を
急

ぐ
様

は

縄

に

つ
な

が

れ

て

い
な

い
波

間

に
漂

う
小

舟

の
よ

う

で

（
そ

ん
な
我
が

身
を
顧

み

て
）
思
わ

ず
苦
笑

し

て
し

ま
う
。

こ

こ
に
於

て
湖
水

の
辺

り
を

秋
風

が
琶

琶
と
吹

き

水
際

の
砂

洲

は
、

は

る

か
遠

く
ま

で
続

い

て
い
る
。
湖

水

を
手

で
す

く

っ
て
飲

む
と

（
た
だ

そ

れ

だ
け

で
）
心

が
清

ら

か
に
な

る
よ

う

で
、

（
と
り

た

て
て
）

仏
道
修

行

を

し
欲
塵

を
払

う
必

要
性

も
感

じ
な

い
。

し
か

し
な
が

ら
今

は
今
夜

の
宿

舎

を
前
方

に
見

え

る
郵
亭

に
求

め
な
け

れ
ば

な
ら

な

い
日
没
時

に
あ
た

り
、

ど
う

し

て
ゆ

っ
く

り

と
湖

水

の
流

に

身
を

清

め
る
よ

う
な
時

間
的

余
裕

が

あ
ろ

う
か
。

（
あ

る

は
ず

も
な

い
）

馬

は
疲
れ
、

旅
路

も
難

渋

と
は
知

り

つ
つ
も
、

晩
秋

の
、

そ
し

て

日
没

前

の
た

っ
ぷ
り
と

水
を

た
た

え
た
波

穏

や
か
な
湖

水

の
周
遊

は
、

一
年

の
終

わ
り

の
優
游

で
な
く

て
な

ん

で
あ
ろ

う
か
。

幽
国
塑

e

O

季
秋

秋

の
末
。

陰

暦
九
月

の
異
称

。
晩

秋
。

『
禮

記
』

「
月
令

」

に

「
季
秋

之

月
、

日
在

レ
房
、

昏

虚
中

、

旦
柳

中
」

。

『
准

南

子
』

「
時
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か
い
た
い

則

訓
」

に

「
季

秋
之

月
招

揺
指

成
」

と

あ

る
。

○

同
頽

（11

魑

隈
。
）疲

れ
る

さ
ま
。

疲
れ

て
高

い
所

に

の
ぼ

る

こ
と

の
出

来

な

い
馬

の
病
。

『
白
氏

文
集
』

「
不
能

亡
情

吟
」

に

「
酪
力

猶
肚

、

又
無
旭

隈
」

と

あ
る
。

る
い

ぼ

○

扇

馬

や
せ
疲

れ

た
馬
。

『
魏
志

』

「
杜

畿
傳

」

に

「
其

爲

銀
難

、

讐

策
扇

馬
、

以
取

道

理
」

と
あ

る
。

○

不
繋
之

虚
舟

『
荘
子
』

「
列

禦
冠

」

に

「
巧
者

螢

而

知
者

憂

、

無

能

者

無

レ
所

レ
求
、

飽

食

而
遊

遊

、

汎
若

二
不

レ
繋

之
舟

虚

而
遊

遊

一者

也

（
器
用

な
も

の
は
体

を
疲

れ

さ

せ
、

も

の
知

り

は
心
を

苦

し
め

る
が
、

無
能

な

も

の
は

こ
れ

と

い

っ
て
求

め
る

目
当

て
も
な

く
、

も

の
を
食

べ
て
は
気

ま

ま

に
遊

ん

で
い
る
。

ゆ

ら

ゆ
ら

と
波
ま

に
浮

か

ぶ
綱

の
き
れ

た
小

舟

の
よ

う

に
虚

心

に

な

っ
て
気

ま

ま

に
遊

ぶ

（
こ
れ

こ
そ
最
高

の
）

人
だ

」

と
あ

る
。

『
田
氏
家

集
』

「
病

後
閉

座

偶
吟
所

懐
」

に

「
天
教
方
寸

虚

舟
似

」

の
句

が
、

又

「
秋

日
諸
客

會
歌

賦

屏
風

一
物
得

舟

」

に

「
我
來

唯

受
封

虚
舟

」

の
句

が
見

出

せ
る
。

○
商

肱

秋

風
。

商

風

に
同
じ
。

商

は

五
行

で
は
金

、

方
位

で
は
西
、

四
季

で
は
秋

に
あ

て
る
。

肱
は
大

風
、

つ
む
じ

風
。

『
楚
辞
』

「
東

方
朔
、

七
諌

、
沈

江
」

に

「
商

風
粛

而
害

生
分
」

と
あ

り

〔陸

機
、

演

連
珠
〕

に

「
商

眩
漂

山
」

と

あ
る
。

『
文
華
秀
麗

集
』

「
神

泉
苑

九

日
落
葉
篇

一
首
」

に

「商

肱
掩

乱
吹
洞
庭

」

の
句
が

見
出

せ
る
。

○

悪
琶

風

の
音
。

〔梁

簡
文

帝
大

同
十

一
月
庚
戌

詩
〕

に

「
耳

聞

風
琶
念

」

と
あ

る
。

『
菅

家
文

草
』

「
山
家
晩

秋
」

に

「
幾
臨

琶

H必
寒
聲

水
」

の
句

が
、

「
仲
秋

繹

貧
、

聴
講

禮
記

、
同

賦
養

衰
老

」

に

「
秋

風

麸
丑
必
養

幡

幡
」

の
句
が

見
出

せ

る
。

○

沙
渚

す
な

は
ま

、

ま
た
中

洲

の
砂

原
。

沙

汀
。

『
菅

家

文
草

』

「
早
霜

」

に

「
沙
渚
螢

添

白
水

精
」

が

見
出

せ

る
。

○

悠

悠

行

く
さ

ま
。

広
く
行

き
わ

た

る
さ
ま
。

【
辞
源

】

に
は

「
砂
遡

無

期

貌

」
と
説

明

が
あ

る
。

『
詩

経
』

「
王
風
、

黍
離

」

に

「
悠
悠
蒼

天

」

と
あ

る
。

『
文
華

秀
麗

集
』

「
江
縷

春

望
鷹
製

一
首
」

に

「
悠
悠
雲

樹

蓋

微
荘
」

と
あ
る
。

又

『
菅

家
文
草
』

「
亜
水
花
」

に

「
紅

匂
緑
禄

爾
悠
悠

」

の
句

が
、

「
賦
得
赤

紅

篇

一
首

」

に

「
畢

眼
悠

悠
宜

雨
後

」

句
が

見
出

せ

ず

た

る
。

○

斗

薮

梵

語
警

⊆
β

（
頭

陀

）

の
訳
。

ふ
り

は
ら

う
。

現

世

の
欲

望
を
捨

て

て
仏

道

の
修

行
を

す

る

こ
と
。

【
辞

源
】

に

は

〔皮

日

休

詩
〕

「
百
縁

斗

薮
無
塵

土
」

と

〔
孟
郊

詩
〕

「
料

撒
塵

埃

衣
」

の
例

を

戴

せ
る
。

『
田
氏
家

集
』

「
秋

日
遊

南
都
諸
寺

」

に

「
涼

風
斗
薮

更
吟
詩

」

の
句

が
、

『
菅

家
文

草
』

「
踊

経
」

に

「
是
身

斗
薮

潔
於

水
」

の
句

が
、

同

じ
く

「
尋
師

不
遇

」

に

「
橋

上
俳

徊
斗

薮
情
」

、

「
魑

從
雲

林
、

不
勝

感

鰍
、

柳
敲
所

観
」

に

「
郊
野

行
行

皆
斗

薮
」

の
句

が
見

出

せ
る
。

○
郵

亭

宿

場
、

又
宿

場

の
宿
舎
。

『
凌

雲

集
』

「
奉

和
春

日
遊

猟

日

暮
宿

江
頭
亭

子
御
製
」

に

「
江
上
郵
亭

駐
綜

輿
」

の
句
が
、

『
菅
家

後
集
』

「
叙
意

一
百
韻

」

に

「
郵

亭
鯨

五
十
」

の
句
が

見

え
る
。

○

枕

流

水
流

を
枕

に
す
る
。

俗
世

の
汚
れ
を
聞

い
た
耳

を
水

で
洗

い
落
と

す

こ
と
。

水

で
耳

を
清

め

る

こ
と
。

先

の

「
斗

薮

」

に
関

連

す

る
語

。

こ
の
語

は

『
世

説
新

語
』

に
あ

る

「
巫
日
の
孫

楚

が

山
林

に

か
く

れ

住

も

う

と

思

い

す
す

『
石

に
枕

し
流

れ

に
漱

が

ん
』

と

い
う

べ
き
を

誤

っ
て

『
流
れ

に
枕

し

石

に
漱

ぐ
』

と

い

っ
た

の
を
王
済

に
と

が
め

ら
れ

『
流

れ

に
枕

す

る

の
は
俗

世

の
け

が
ら
わ

し

い

こ
と
を
聞

い
た
耳

を

あ
ら

う
た

め

で
あ

り
、

石

に
漱

ぐ

の
は
歯

を

み
が
く

た

め

で
あ

る
」

と
答

え
た
故

事
を

踏

ま
え

た
語

で
あ

る

が
、

そ
こ

か
ら

「
負

け
お
し

み

の
強

い
こ
と
、

ひ
ど

い
こ
じ

つ
け
」

と
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し

て
使

わ
れ

て
い
る
意

味

は
、

こ

の
賦

の
語

に
は
含

ま
れ

て

い
る

と
は
考

え
難

く
、
孫
楚

が

答

え
た

「
枕

流

欲
洗
其

耳

」

の
語
意

だ

け
を

響

か
せ

て

い
る

と
思
わ

れ

る
。

『
田
氏
家

集

』

「
九

臥
侍

宴

冷

然

院
各

賦

山
人

採

藥

十

韻
鷹

制

」

に

「遮

棄

重
棲

猫
枕

流
」

の
句
が
見

え
、

「
枕

流
」

の
語

注

と
し

て

「
俗

世

の
汚
れ

を
聞

い
た
耳

を
流
れ

で
洗

う

こ
と
。

山

人
が
世

俗

の
富
貴

な
世

界

を
捨

て
山
川

で
耳

を
清

め

る
さ
ま

」

と
説
明

さ

れ

て

い
る
。

（
『
田
氏
家

集

注

巻
之

上
』

七

九
頁

）

○

行
路

之

銀
澁

「
銀

澁
」

は
難

儀

し

て
苦

し
む

こ
と
。
難

澁
。

こ
の
語

は

「
行

路
澁

」

「
行
路

難
」

と

し

て

日
本

の
平
安

朝

の
詩
文

に
も

頻
出

す

る
。

例

え
ば

、

『
凌
雲

集
』

「
遠

使

辺
城

」

に

「
誰
能

坐
識

行
路

難
」

の
句

が
見

え

る
し
、

『
文

華
秀

麗
集

』

「
奉

和
王

昭
君

一
首
」

に

「
馬

上
關
山
遠
/

愁
中

行
路

難
」

の
句
が

あ
る
。

『
菅

家
文

草
』

「
寒

早

十
首
」

に

「
馬
痩

行

程
澁
/

鞭

答
自

受

頻
」

の
句

が

見
え

る
し

同
じ

く

「
金
吾
相

公

、

不
棄

愚
拙

秋

日
遣
懐

、

適
賜

相
視

。

聯
依

本
韻

具

以
奉

謝
兼

亦
言
志

」

に

「
分

任
浮

沈
行

路

難
/

執
鞭

今
到

碧

雲
端

」

と
見

え

る
。

○

卒

歳

終

歳
。

年

の
終

わ

り
。

『
菅
家

文

草
』

「
賦

葉

落
庭
何

空
」

に

「
乖
閑

卒
歳

冬
」

の
句
が

あ

る
。

○
優

遊

ゆ

っ
た

り

と

す

る
。

優

游

に
同
じ

、

『
孔
叢

子
』

「
濁

治

」

に

「
徒

能
保

其
祖

業
、

優

游
以
卒

歳
者

也
」

の
用
例

が
あ

る
。

【
辞

源
】

に

は

「
間
暇

自
得

貌
」

と

い
う
説

明

が
あ
り

、

『
詩
経

』

「
小
雅

、

白
駒
」

の

「
愼
爾

優
游

」

の
用

例
が
挙

が

っ
て
い
る
。

『
凌

雲
集

』

「
晩

夏
神
泉

苑
釣

毫

同
直
勒

深
臨

陰

心
鷹
制

」

に

「
今

日
優

游
何

所
樂

」

の
句

が
見

出

せ
る
。
又

『菅
家
文
草
』

「
禿
譲
章
」

に

「向
背
優
游
去
」

の
句
も
見
え
る
。

㊤

〔平
水
韻

観
夫

1

●

○

●

◎

物
元
二
理

（

●

○

●

◎

義
同
一

指

O

O

●

●

●

●

●

○

其
爲
性
也

潤
下
克
柔

（

…

:

…

其

爲
徳
也

霞

長
袋
止

―

上
声
四
紙
韻●○●○●

感
因
事
而
獲

（

○

●

●

0

◎

興
遇
物
而
起

●

●

●

○

●

O

O

有
我
感
之
可悲

秋

（

糞

塞
1

〕観
れ
ば
夫
れ
こ
と

わ
り

物

に
は

二

つ
の
理
元

く

む
ね

義

は

一
つ
の
指

に
同

じ

な

其

の
性

爲
る
こ
と
や

潤

よ

下

克

く
柔

か
に

し

て

な

其

の
徳

爲
る
こ
と
や

娠

ニ

こ

長
愛
に
止
ま
る

お
こ

感

は
事

に
因

り

て
獲

り

興

は
物

に
遇

ひ

て
起

こ
る

我

が
感

の
秋

を
悲

し
む

べ
き

こ
と
有

り

我

が
興

の
能

く
水

を
樂

し

む

こ
と
無

し

口
田
固

O

こ
と
わ
り

こ

の
世

の
万
物

を
観

察
す

る

に
、
物

の
理
は
す

べ
て

二
様

あ

る

こ
と

は

な

く
、
全

て
同

一
で
あ
る
。

湖
水

の
性
質

（
と

て
例
外

で
は
な

く
、

全

て

二
様

あ

る
こ
と

な
く

）
も
、

万
物

を
潤

し

て
、
低

い
方

に
流

れ
、

柔

軟

な

態

度

で
物
事

を
成

就
す

る
、

そ

の
不

思
議

な
力
を

も

つ
優

れ
た

も

の

で
あ

る
川

の
水

の
徳
性

が
、

こ
こ

に
集

ま

っ
て

一
体
化

し

て

い
る

の

で
あ

る
0

そ
も

そ
も
感
興

と

い
う
も

の
は
事
物

に
因
り

て
、

又
触

れ

て
生
じ

る
も

の

で
あ

る
。

（今

こ
こ

に
秋

の
水

の
徳
性
を

な

み
な

み
と

た
た

え
た

湖
水

【
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を

目
前

に
し
、
私

の
詩
興

が
わ
き
起

こ

っ
て
く
る

の
を
止

め
よ
う

が
な

い
）

そ

の

よ
う
な

私

で
は
あ

る

が
、
そ

の
感

興

の
旨

は
過

ぎ
ゆ

く
秋

を
悲

し
む

心
情

で
あ

っ
て
、

ま
だ

純
粋

に
水

を
楽

し

む
境

地

に
は
達

し
得

て
い
な

い

（
の
も
事

実

で
あ

る
。
）

爵
囲
…凹

O

O

一
指

一
本

の
指
。

『
荘
子
』

「
斉

物
論

第

二
」

に

「
天
地

一
指
也
。

萬
物

一
馬
也
」

と

あ
る

に
基

づ
く
語

。

こ
の

「
天
地

一
指

也
」

の
注

釈

に

「
一
歩

を
進

め

て
物

に
拘

れ

な

い
立

場

か

ら
見

る
な

ら
ば

天
地

は
指

と
同

じ

で
あ

る
。

天
地

と
か
指

と

か

い
う
名
称

に
拘

れ
る

か

ら
区
別

が

で
き

る

の

で
あ

る
。

荘
子

は
拘

れ

る
態

度
を

排
斥

し
た
。

下

の

『
万
物

一
馬
也
』

も

同
じ
」

（
『
新
釈

漢

文
大
系

荘

子
』

一
六

三
～

一
六

四
頁
）

と
あ

る

よ

う

に
、

こ

ゝ
で
は
湖

水
も

川
水
も

性
質

に
相
違

は

な

く
同

一
で
あ
る

と

言

っ
て

い
る
の

で
あ
る
。

○

潤

下

物

を
う

る
お

し
低

き

に

つ
き

下

る
。

水

の
性
質

を

い
う
。

水

の
別

名
。

『
書
経

』

「
洪

範
」

に

「
水

日

潤

下
」

と
あ

る
。

○

克
柔

柔
克

に
同

し
。

や
わ

ら

な
か
態
度

で

相
手

に
う
ち

勝

つ
。

や
わ
ら

か
な
態

度

で
物

事

を
成
就

す

る
。

『
書

経
』

「
洪

範
」

に

「
六
、

三
徳
、

一
日

正
直
、

二
日
剛
克
、

三

日
柔

克
、

平
康

正
直

、

彊
弗

レ
友

、

剛
克

、
墜

友
柔

友

、

沈
漸

剛
克
、

高

明

柔
克

」

と
あ

る
。

○

蜜
長

不
思
議

な
力

を

も

っ
た

一
番
優

れ

た
も

の
。

『
文

選
』

「
江

賦

一
首
」

に

「
春

五
才
之

拉

用
、

宴
永

徳

之
霊

長

（
あ

あ
金

・

木

・
水

・
火

・
土

の

五

つ
の
も

の
が
あ

る
が

、

ま

っ
た

く
水

こ
そ

は
そ

の

中

の
霞
長

で
あ
る

）
」

と
踏

ま
え

た
語
。

小

尾

郊

一
氏

の
注

に

「

【宴

水

き
わ

徳

之
霊

長
】

は

『
准
南

子
』

「
原

道
訓
」

に

「
夫

れ
水

は
大

極

む

べ
か
ら

ず

、
深

測

る
べ

か
ら
ず

、
公

無

く
私
無

き

は
水

の
徳

な
り
」

と

あ
る

に
基

づ
く
と

の
説
明
が

あ
る
。

（
『
全

釈
漢
文

大
系

27

文
選

〈
文
章

編

〉

二
』

=

二
八

・
=

二
九

頁

よ
り
引

用

）

又
、
前
述

の
金
原

理
教

授

の
論
文

に

お

い
て
も

「
水
を

「
潤

下
」

の
語

で
表

わ

し

て
い
る

の
は
柿

村
注

の
指

摘
よ

通
り

『
尚

書
』

〈
洪

範

〉

に
典

故
を

仰

い
で

の
こ
と

だ

ろ

う
が
、

「
克

ク

柔

」

で
あ

る

こ
と

が

「
其

ノ
為

助
徳
」

と
す

る

こ
の
部

分

は

『
准
南

子

』

〈
原
道

訓
〉

に

「
天
下
之

物

、
漠

ヨ
柔

二
弱
ナ
ル
ハ
於

水

司

然

レ
ド
モ
而

大
ナ
ル
.

ト

不
レ
可
吻
.
極

ム
、

深
キ
。
ト
不

レ
可
ヵ
一.
測

ル
、

（
中

略

）
無

砂
所

レ
私
ト
ス
ル

ぴ

ら
ん

と

而

無
け
所

レ
公
ト
ス
ル
、
靡

濫
振
蕩

シ
テ

与

二
天
地

一
鴻
洞

タ
リ
0
是

謂

コ
至
徳

↓
」

と
あ

る

一
文

を
踏

ま

え

て
理
解
が

可
能

と
な

る
」

と
具
体

的

に
説

明

さ
れ

て
い
る
。

（
注

三
）

○
悲

秋

も

の

の
あ

わ
れ

を
感

じ

る
秋
。

秋

の
気

に
感

じ

て
い
た

み
悲

し
む
。

『
楚
辞

』

「
九
辮

」

に

「
悲
哉

秋
之

爲

気

也

薫
琶

号

草

木

揺
落

而
憂
哀

僚

傑
号

若
在

遠
行

登

山
臨
水

号

送

將
蹄

沢
蓼

号

天
高

而
氣
清

宗

鰺
分

収
漂

而
水
清

憎

棲
増

徹
分

」

を
踏

ま
え

た
語
。
金

原

理
教
授

は
更

に

「
こ
の
部
分

は

日
本

の
詩

人

に
好

ん

で
使

わ

れ

た
。

例

え
ば

嵯

峨

帝

に

「
林

洞
リ
一ア
逢

ユ
播

落

一
、

池
清

け
シ
テ

為

コ
僚

収

ご

（

「
賦

三
秋

大
有

年
」

『
凌

雲
集

』

）

の

一
聯

が

あ

る
」

と
言

及
さ
れ

て
い
る
。

（
注

四

）

○

樂

水

水

を
楽

し

む
、

水
を

喜

び
好

む
、

【
知
者

水
樂

】

知
者

は
事
物

の
理

に
明

か

で
き

び

き
び

し

て

活

動

的

だ

か

ら
流

動

す

る

水
を

好

み
楽

し
む

。

『
論
語

』

「
雍

也

」

に

「
子

日
、
知

者
樂

水
、

仁
者
樂

山

知
者

動
、

仁
者

静
、

知
者

樂

、
仁

者

壽

（先

生
が

い
わ

れ
た

「
智

の
人

は

〔流

動

的
だ

か
ら
〕

水

を
楽

し

み
仁

「22一



の
人
は

〔
安
ら

か

に
ゆ

っ
た
り

し

て
い
る
か

ら
〕

山
を

楽

し
む
。

智

の
人

は
動

き
、

仁

の
人

は
静

か

で
あ

る
。

智

の
人

は
楽

し

み
仁

の
人

は
長
生

き

を

す
る

）
」

（
金
谷

治
訳

注

『
論
語
』

八
十

五
頁

）

と
あ

る

一
文

に
基

づ

い
た
語
。

金
原

理
教

授

は
更

に

「
こ
れ
も

日
本

人

の
詩

に
大
変

よ
く

用

い

ら

れ

て
い
る
。

と

く

に

『
懐

風
藻
』

に
は

一
五
例

も
あ

り
、

吉
野

の
詩

に

な

か

ん
ず

く

八
例

と
集

中

す

る
。

一
例
を

挙

げ

る
と

「
縦

歌

シ
テ
臨
コ
水

智

弓
、
長

囎

シ
テ
樂

二
山

仁
こ

の
如

く

で
あ

る
」

と
具
体

的

に
説

明
を

付
加

さ

れ

て

い
る
。

（
注

四
）

㊦

〔
平
水
韻

〕

は

況
復

―

●

O

O

●

霧
而
雲
噺

（

○

●

●

◎

天
與
水
倶

O

O

O

●

○

●

●

（
齢

熊

灘

○

●

●

○

●

●

○

○

○

●

山
影
倒
穿

表
裏
千
重
之
翠

上
平
声

（

…

:

…
。
◎
〇
七
虞
韻

月
輪
落
照

高
低
爾
穎
之
珠

●

●

○

●

勝
趣
斯
絶

（

O

O

●

◎

風
流
既
殊

●

○

○

●

（
縄

群

[

況
ん
や
復
た

は雨齊
れ

て
雲
断

え

天

と
水

と
倶

な

る
は

や
か
さ
な

潜
魚
を
窺

ひ
て
以
て
漁
火
畳
り
ひ
と
り

蹄
鳥
を
遂
ひ
て
以
て
釣
帆
孤

な
りさ
か
し
ま

う
が

み
ど
り

山
影
倒
に
穿
ち

千
重
の
翠

を
表
裏
に
す

月
輪

落
ち
照
ら
し

雨
穎

の
珠
を
高
低
に
す

す
ぐ

勝
趣
斯
れ
絶
れ
た
り

こ
と

風
流
既
に
殊
な
り

ま
れ

世
間
に
希
に
有
り

天
下
に
亦
も
無
し

一国
閑
凹

θ

ま
し

て

や

（
今

は
日
没
時

で
あ
る

が
、

こ
れ

が
）

雨
が

あ
が

り
晴

れ

わ

た

っ
て
雲

も
す

っ
か
り
消

え
去

っ
た
秋

空

が
す

み
わ

た
り
湖

水

の
青

さ

と

一
体

と

な
り
境

の
な

く
な

る

日
中

の
景

で
あ
れ
ば

、

い
か

ほ
ど

の
感

興

が

生

じ
る

か
言

う
ま

で
も
な

い
こ
と

で
あ
る
。

日
没
時

に
な

り
、

あ
た

り
は
暗

く

な

っ
て
く

る
と
水

中

に
深

く
身

を
隠

し

て
い
る
魚

を
う

か
が

う
た

め
に
、
漁

火
が
重

な
る

よ
う

に
輝

き
始

め
る
。

お

巣

に
帰

る
鳥

を

逐
う

よ
う

に

（
湖

水

か
ら
多

く

の
舟

は
姿
を

消

し

て
し
ま

い
、

今

は
）
釣

り
舟

が

一
隻

家
路

に
急

い
で

い
る
の
が

見

え
る

だ
け

で
あ

る
o

み
ど
り

山

影
が
湖

水
を

逆

さ

に
貫

き

（
映
り

）
千

重

の
翠

を

地
上

と
湖

水

に
重

ね

て

い
る
か

の
よ
う

で
あ
り
、

一
方

、

月
影

が
湖

水
を

照
ら

し

て

い
る
様

は
、

二

つ
の
珠
を

地
上

と
湖

水

に
浮

か

べ
て

い
る

か

の
よ
う

に
見

え

る
。

こ
の
す
ぐ

れ

た
趣
、

世
俗

を
超
越

し

た

こ

の
遊

は
殊
絶

で
あ

っ
て
世

間

に
、

こ
れ

に
比

ぶ
べ
き

も

の
と

て
な
く
、

天

下
無

双

の
も

の
と
言

え

る
。

幽
国
圃

θ

○
霧

は

れ
る
。

雨

が
あ

が
る
。

雲

・
霧

が
消

え
る
。

○
潜

魚

水
中

に
深

く

ひ
そ
み
隠
れ

て

い
る
魚
。

潜
鯛

。

「
衰

宏
、

三
國
名

臣
序
賛

」

に

「
潜

魚

澤
レ
淵

、

高

鳥

候

レ
何

」

と

あ

る
。

「
傳

玄

朝

會

賦

」

に

「
羅

二
重
淵

之
潜

魚

一
落

二
九

天
之

高
禽

こ

と
あ

る
。

○

窺

穴

や
す
き

ま
か

ら

こ

っ
そ

り

の
ぞ

き
見

す

る

○

漁

火

い
さ

り
び
。

魚
舟

の
燈
火
。

魚

を
寄

せ
る

た
め

に
燃

や
す

か
が
り
火

。

「
張

継
、

楓
橋

―23
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夜

泊
詩

」

に

「
月

落
鳥

喘
霜
満

レ
天
、

江
楓

漁

火
封

二
愁

眠

一
」

と

あ
る
。

『
凌
雲

集
』

「
正

五
位
下
林

宿
禰

娑
婆

二
首
自

山
崎

乗
江

赴
讃

岐
在

難

波

江

ロ
述
懐

贈

野

二
郎
」

に

「
漁
火

通
宵

烈

商

帆
梯

曙
逢

」

と
あ

る
。

又

『
菅
家

文

草
』

「
晩
春

遊

松

山
館

こ

に

「
釣
歌

漁

火

非
交

友

抱

膝
閑

吟
漏

巾
」

と

あ

る

の
が
見

え
る
。

○

畳

た
た

み
重

ね
る
。

重

な

る
。

○

蹄

鳥

塒

に
か
え

る
鳥

。

帰
禽
。

○

釣
帆

孤

一

隻

の
釣
舟

。

孤
帆

。

「
杜

甫
、

秋

日
題

二
鄭
監

湖

亭

一
」

に

「
磨

滅

鯨

二
篇

翰

一、

平

生

一
釣
舟

」

と

あ
る
。

『
菅

家

文
草

』

「
雨
晴
封

・
月

、

韻

用
二

流
字

一鷹

レ
製
」

に

「
暗

思

煙
塞

吹
霜

角

遙

夢
晴

江
捧

釣
舟

」

と
あ

る
。

又

【
孤
帆

】

の
例

と

し

て

『
文

華
秀

麗
集

』

「
夏

日
臨

澄

大
湖

一
首
」

に

「
風
前
翻

浪
起

雲

裏
落

孤
帆

」

と
あ

り
同

じ

く

「
秋

朝

聴
雁
寄

渤

海

入

朝
高

判
官

釈
録

事

一
首
」

に

「
大
海

途

難
渉

孤
舟
未

得

廻
」

と
あ

る
。

「
江

上
船
」

で
は

「
晴
初

駐
澤
馳
玄
覧

一
鮎

孤
浮

江
上
船
」

と

見
え

る
。

『
菅

家

文
草

』

「
冬

夜

有

レ
感

簡
藤

司

馬
」

に

「
送

却
孤

帆

煙
水

遠

知

君
濁

臥
夜

衣
寒

」

な
ど

と
見

え
る
。

○

山
影

山

の

か
げ
。

『
水

経

』

「
漸

江

水
注

」

に

「
麻

潭

下

注

二
若

邪
渓

一
、

水

至
清

照

、
衆

山
倒

影

、

窺

レ
之

如

レ
昼
」

と
あ

る
。

『
菅

家

文

草
』

「
黄

葉

」

に

「
影

映

山

邊

水

枝

凋
暁
後

霜
」

と
見

え
る
。

○

倒
影

か

げ
を

さ

か
さ
ま

に
す

る
。

又
さ

か
さ

ま

に
う

つ
る
影
。

コ
局
駐
、

山
亭

夏

日
詩
」

に

「
緑

樹

陰
濃

夏

日
長

櫻
毫

倒

レ
影

入
二
池
塘

一
」

と

あ

る
。

○

穿

う
が

つ
。

貫

く
。

○

表
裏
千

重

之
翠

千

重

の
緑

を
地

上
と
湖

水

に
重

ね

て
い
る
。

こ

の
語

は
既

に

『
本

朝

文
粋

注

釈
』

で
柿

村
氏

が
、

又

前

述

の
金
原

理
教

授

の
論

文

（注

四
）

で
既

に
指
摘

さ
れ

て

い
る
よ

う

に

『
白
氏

文
集

』

「
春
題

二
湖

上

こ

の

「
松
排

二
山

面

一
千

重
翠

」

の
表

現
、

及
び

「
八
月

十

五
日
夜

同
諸
客

翫

月
」

に
あ

る

「
嵩

山

表
裏

千
重

雪
」

の

表
現

に
拠

っ
た
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。

（
注

五

）

○

高

低
雨

穎
之

珠

二

つ
の
珠
を

地
上

の
天

空

と
湖

水

に
浮

か

べ
て

い
る
。

こ

の
表
現

も

「
裏

表

千

重

之

翠

」

と

同

様

、

『
白

氏

文

集

』

「
春

題

二
湖

上

一
」

に

あ

る

「
月

鮎

こ
波

心

一
一
穎

珠
」

の
表

現
、

及
び

「
八
月

十

五
日
夜

同

諸

客

翫

月
」
中

の

「
洛
水
高

低

両
穎
珠

」

の
表
現

を

そ

の
ま

ま
使

用

し

て

い
る
。

（
注

五
）

な
お
、

道
真

の

こ
う
し

た
表
現

手
法

に

つ
い
て
金

原

理
教
授

は

詳

し

い
言
及

を
な

さ
れ

て

い
る
。

（
注

四
）

○

勝
趣

す

ぐ
れ

た

趣

。
勝

致
。

「
銭
起

、
尋

二
華

山
雲
墓

観

道
士

[
詩

」

に

「
秋

日
西

山

明
、

勝

趣

引

二
孤
策

一
」

と

あ

る
。

○

風

流

み

や
び

や

か
な

こ
と
。

す

俗
事

を
捨

て
て
高
尚

な
遊

を
す

る

こ
と
。

風
雅
。

『
否
書
』

「
樂
廣

傳

」

に

「
廣

與

二
王
衛

一倶

宅

二
心
事

外

一、

名

重
二
於

時

「、

故

天
下

言

二
風
流

「

者

以
二
玉
樂

一爲

稻
首

一
焉
。
」
と
あ

る
。

日
本

の
漢
詩

文

に
も
多

く
散

見

し

て

い
る
。

例

え
ば

『
文
華
秀

麗

集
』

「
七

日
禁
中

陪
宴

詩

一
首

」

に

「
風

流
憂

動

一
國
春

」

と
見

え
る

し
、

『
田
氏
家

集
』

「
奉

答
視

草

雨
児

詩
」

に

「
知

君
猶
未

倦
吟

詩

且
惜

風
流

且
療
治

」

と
あ

り
、

同

じ
く

『
菅
家

文
草

』

「
寄

二
巨
先

生

一乞

二
豊

圖

一
」

に

「
山

水
從

無
臆

去

願

薦

君
得

爲

風
流

」

と

見

え
、

又

「
衙
後

勧

二
諸

僚
友

一
共

遊

二
南

山

一
」

に

「
州

民

縦
訴

監
濫

盗

此
地

風
流

負
戴

還
」

な
ど

が
見

え
る
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⑳
嵯
呼

1

●

●

○

○

意
不
相
忘

（

O

O

●

◎

憂
須
以
散

〔
平

水
韻
〕あ
あ
嵯
呼
蔑

相
ひ
忘
れ
ざ
れ
ど
も

慰
へ

須
ら
く
以
て
散
ず
べ

●

●

○

○

●

○

○

叙
旅
思
之
所
邊
涯

（

難

慈

響
―

去
声

し

崎

+
五
翰
韻

旅
思
の

邊
涯
と

す
る

所
を

敲べてたと

湖
水
の
涯
岸
無
き
に
喩
ふ
るなり

爾
幽
巴

⑳

あ
あ
、

こ
の
晩
秋

の
湖

水

の
風
景

に
身

を
浸

す

と
私

の
心

は
、

（
魚

が

水

の
豊
富

な

ひ
ろ

び
う

と
し

た
湖
水

で
自
分

の
思

う
が
ま

ま

に
泳

ぎ
回

っ

て
い
る

か
の

よ
う

に
）
我

と
物

と

が

一
体

と
な

っ
て
自

由

な
気

分

に
な

る

域
ま

で
は
達

し
得

て
い
な

い
が
、
旅

の
憂

え
は
、

こ
の
勝
景

に
よ

っ
て
き

っ

と
解
消

さ

れ
る

に
違

い
な

い
。

以

上
、

こ

こ
に
旅
路

の
中

で
味

わ

っ
た
全

て
の
思

い
を

、

そ
れ

が
な

み

な

み
と
豊

か
な

水
量

を
た

た
え

た
空

と
境

の
な

い
湖
水

に
喩

え

て
記

す

こ

と

で
終

わ

り

に
し
よ

う
と

思
う
。

♂…

陥、

⑳○相忘あ

い

忘
れ

る
。

我
と

物
と
一

つ

に
な
っ

て

自

由

無
碍
な

心

境をいう。道真のこの語にょ『荘子』の次の内容が踏まえられて

い
る

の
で
は

な

い
か
と
考

え

る
。

『
荘
子
』

「
内
篇
、

大

宗
師
第

六
」

に

「
泉

澗
、

魚

相
與

慮

二
於

陸

一。

相
殉

以

レ
濃
、

相

濡
以

レ
沫

。

不

レ
知
相
「

忘

於

江
湖

。

與

二
其
轡

レ
尭

而

非

一
レ
桀

也
、

不
レ
知

二
雨

忘

而
化

二
其

道

」

の

一
文
が

あ

る
。

「
相
忘

於
江
湖

」

の
語
釈

に
は

「
水

の
豊

富

な

ひ
ろ
び

う

と
し

た
川

や
湖

で
、
相

手
な

ど
考

え
ず

に
思

う
が

ま
ま

に
泳

ぎ
ま

わ
る

こ
と
を

い
う
。

せ

せ

こ
ま

し

い
世

間

で
愛
情

だ
親

切

だ
と

い

っ
て
も
、

そ

れ

は
相
対

的
世

界

の
苦

し

み

に
伴

う

も

の
に
す

ぎ
な

い
。

そ
れ

よ
り
人

情

な
ど

を
超
越

し

た
絶

対

の
世
界

で
優
游

自
適

し

た

ほ
う
が

よ

い
と

い
う

の

で
あ

る
。
」
と
説

明
が

あ
る
。

（
『
新
釈
漢

文

大
系

7

荘

子
』

）

又

「
孔

子

日
、

魚

相
肩
造

乎

水

[
、

人
相
「
造

乎
道

「

相
「
造

乎
水

一
者
、

穿

レ
池

而
養
給

、

相
「
造

乎

道

一者

無
レ
事

而
生

定

。

故

日
、
魚

相

二
忘
乎

江

湖

一、

人
相
『
忘
乎

道
術

一」

の

一
文

が
あ

る
。

通

釈
は

「
孔
子
が

言
う

に
は
、

魚

は
水

に
生

き
、

人

は
道

に
生
き

る
。

水

に
生
き

る
も

の
は
池
を

掘
れ

ば

栄

養
が

取
れ

る

し
、
道

に
生

き

る
も

の
は
俗
事

に
煩
わ

さ
れ

ず

心
が
安

ら

か

で
す
。

故

に

『
魚

は
川

や
湖

で
相
手

を
忘

れ
、

人
は

道

の
世
界

で
相

手

を

忘
れ

る
』

と

い
わ
れ

る
。
」
と
あ

る

（
『
新

釈
漢
文

大
系

7

荘

子
』

内

篇

大
宗

師
第

六

）

更

に

こ

の
道
真

の
賦

の

「
意

不
二
相

忘

こ

と

「
憂

須

二
以
散

こ

の
対

句

の
表

現

は
前
述

し
た
㊤

段
中

の

「
有

二
我

感

之

可

一
レ
悲

レ
秋

」

と

「
無

二

我

興

之
能

樂

一
レ
水

」

の
対

句

表
現

と
類

似

し

た
内

容

と

思

わ
れ

る
。

つ

ま

り
、

道
真

が

日
没
時

の
晩
秋

の
湖

水

の
景

を
見

て
感
興

に
浸

っ
て
い
る

の
は
、
純

粋

に

『
論
語
』

で

い
う

「
水
を

楽

し
む
」

域

に
達

し

て

い
る

か

ら

で
は

な
く
、

「
悲

秋

の
情
」

か

ら
発

し
た

も

の
だ
と
述

べ
て

い
る
㊤

段
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の
表
現

と
、

こ
の
⑳

段

の
、
湖
水

の
景

を

見

て

の
心
情

が
、

『
荘

子
』

で

い
う
、

「
魚

が

川

や
湖

で
の
び
の
び

と
泳
ぎ

ま
わ

る
と

い

っ
た
自

由
自
在

」

の
域

に
達

し

て
の
そ

れ

で
は
な

い
も

の

の
、

「
こ
の
心
情

だ

け

で
も
充
分

旅

中

の
疲
れ

は
消

え
失

す

も

の
だ

」

の
表
現

に
同
趣

旨

の
発
想

が

込
め

ら

れ

て
い
る
よ

う

に
考

え

る
。

○

旅

思

旅
路

の
思

い
。

客

心
。

旅

魂
。

「
王
勃
、

羅

遊
饅

別
詩

」

に

「
寧

畳

山
川

遠

悠
悠

旅

思
難
」

と

あ

る
。

『
菅
家
文

草
』

「
秋

日
山
行

二
十
韻
」

に

「
毎

有
涼

氣

到

空

令

旅

思

焦
」

と
見

え

る
し

、

「
重
陽
節

侍

レ
宴

、
同

賦

三
天
浄

識

二
賓

鴻

一
鷹
製

」

に

「
賓

雁
莫
数

人
意

動

向

前
旅

思

欲
何
如

」

と

あ
る
。

○
邊

涯

か
ぎ

り
。

は

て
。

○

涯
岸

水

の
き

し
。

水
涯
。

か
ぎ

り
。

さ

か

い
。

「
庚

信

哀

江

南

賦
」

に

「
江

准

無

二
涯
岸

之

阻

一
、
亭

壁
無

二
藩
擁

之
固

こ

と

あ
る
。

『
菅

家
後
集
』

「
奉

レ
感
下
見
献

二
臣
家

集

一之

御
製

上
、

不

レ
改

レ
韻

、
兼

叙

二
鄙

情

[
一
首
」

に

「
恩

輩

父

祖

無
涯

岸

誰

道

秋

來

海

水

深
」

と
見

え
、

「
九
月
後

朝
、

同

賦

二
秋

思

一

鷹

レ
制
」

に

「
君

富

春

秋

臣
漸
老

恩

無

涯
岸
報

猶
遅
」

と
見

え
る
。

注
一

拙
稿○菅原
道
真
研
究-

「
未
旦
求
衣
賦」

注
釈
―

〔
「
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要」

第
三
十
二
号〕

○菅

原
道
真
研
究-

「
清
風
戒
寒
賦
一

首」

注
釈―

〔
「
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要」

第
三
十
三
号〕

注
二

道
真
の
賦
1
「
秋
湖
賦」

試

読

ー

金
原

理
〔
「
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞」

平
成
2

年
10

月

号〕

注
三

道
真
の
賦
―
「
秋
湖
賦」

試
読
―

金
原

理
〔
「
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞」

平
成
2

年
10

月

号〕

六

十
八

頁、

六
十
九
頁

注
四

道
真
の

賦

1
「

秋

湖
賦
」

試
読1

金
原

理
〔
「
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞」

平
成
2

年
10

月
号
〕

六
十
九
頁

注
五

〔
表

裏
千
重

之
翠
、

高
低
雨
穎
之
珠〕

の

表

現
に
つ

い

て

【
出
典
考】『白氏文

集
』◎春題湖上
（

そ

の
一
）

湖
上
春
來
似
書
圖齪峰園続水平鋪

松
排
山
面
千
重
翠

月
鮎
波
心
一

穎
珠

碧
毯
線
頭
抽
早
稻

青
羅
裾
帯
展
真
蒲

未
能
拠
得
杭
州
去

一

半
勾
留
是
此
湖

（
傍
線

筆者

）
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『白
氏
文
集
』

（
そ
の
二
）

◎
八
月
十
五
日
夜
、
同
諸
客
翫
月

月
好
共
傳
唯
此
夜

境
閑
皆
道
是
東
都

嵩
山
表
裏
千
重
雪

洛
水
高
低
雨
穎
珠

清
景
難
逢
宜
愛
惜

白
頭
相
勧
強
漱
娯

誠
知
亦
有
來
年
會

保
得
晴
明
強
健
無

（傍
線

筆
者
）

（大
学
院
第
七
回
修
了

・
有
明
高
専
）
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